
『特色ある学校づくり』 

－地域との連携、豊かな心の醸成と健康づくり、指導力向上を通して－ 

あま市立正則小学校 

 

１ 目的 

  本校は、明治からの学校で、近くには福島正則公生誕の地の碑もあり、日頃

から地域と深いつながりをもち、地域の方に温かく見守られて学校教育を進め

ています。地域力は、本校になくてはならないものになっています。そこで、

地域との連携を図り、地域力を学校力とすることで、児童を育んでいきたいと

考えました。また、今の世の中を生き抜く力、生きる力を児童に身に付けさせ、

夢（目標）に向かって努力することを目指すため、豊かな心の醸成と指導力向

上を図っていきたいと思います。 

 

２ 内容 

(1) 地域との連携 

   今年度は、昨年度のキャリア教育

年間指導計画の一部を見直し、実施

しています。高学年の児童は、地域

で働く人の講話や職場体験の内容を

保護者に伝えることで、自分の将来

の夢について考えるよい機会になり

ました。 

   ５月に行った「親子ふれあい学級」    ＜間伐材を使った木工作＞○ ○    

では、地域の講師３５名を招

聘し１３講座を設けました。

講師の方の事前準備は入念

で、講座にかける意気込みを

感じました。また、どの講座

にも、親子が真剣にもの作り

に取り組む姿は、ほほえまし

く映りました。        

   ６月には、親子が一緒に通学路を点検したものを基にして校区の「安全マ

ップ」を作成し、地域や家庭へ配布しました。この活動を通し、地域の安全

について考える活動につなげることができました。 

「農業体験」では、１・６年生、２・５年生、３・４年生がペアとなり、

地域の農業体験クラブ員さんのご指導を受け、サツマイモの苗植えや収穫を

しました。また、２年生は、収穫したサツマイモを調理し、農業体験クラブ

員さんと見守り隊の方々を招いて「感謝の会」を行いました。 

(2) 豊かな心の醸成と健康づくり 

   金管部は、運動会や地域に出かけ演奏をしています。地域の温かい声援が、

金管部の励みとなります。また、歌声の響く学校は、児童の心を豊かにして

います。児童は、「今月の歌」を朝礼の後や朝の会で歌っています。今年は、

１０・１１月に教科書の合唱曲や「今月の歌」、２・３月に「卒業式」の合

親子ふれあい学級の講座名 

楽しいマジック ペンケースをつくろう 

間伐材を使った木工作 紙ひこうき 

ぺ－パーダンス・パフォー

マンス 

ＭＹ｢みそ｣とみそを使った

料理をつくろう 

ビーズストラップ 竹とんぼをつくろう 

フラワー・アレンジメント 切って折り曲げる工作 

絵手紙 自分だけのペン立てを作ろ

う おひなさま 



唱を中心に講師を招聘して練習に励み、レベルアップを図っています。 

また、９月には、５年生が講師を招いて「パッピートーク出前授業」を行

い、人から言われてうれしい言葉やよい言葉を考え、発表し合いました。 

(3) 指導力向上 

   校内で「学び合いを通して問題解決

していく児童の育成－算数的活動の工

夫を通して－」の研究を推進していま

す。１年目の今年度は、算数の学習過

程に自ら考える場と学び合う場を設定

したり、楽しく算数的活動をさせたり

する中で、学習したことを生かしなが

ら問題解決をさせる授業に取り組んで

います。             ＜付箋紙を用いたワークショップ型の研修＞ 

校内現職教育では、大学の先生を３回招聘しました。研究授業の後、付箋

紙を用いたワークショップ型の研修を行うことで、活発に意見交換ができ、

教員の主体的な交流や若手教師の研修の機会となっています。 

 

３ 評価 

(1)  児童はキャリア教育を通して地域に働く人の工夫や苦労を学んだり、自分

の将来の生き方や夢について考えたりしました。また、日頃お世話になって

いる農業体験クラブ員や見守り隊の方々に対して「感謝の会」をしたり、金

管部が学区の菊泉院を訪問したりすることで、豊かな心を育てることができ

ました。 

(2)  今年も、講師から合唱指導を受けること

で、歌声の響く学校となっています。「パ

ッピートーク出前授業」は､｢自分が言われ

てうれしい言葉をたくさん使いたい」｢学

んだことを生活に生かし、もっと明るい毎

日にしたい」などと、クラスの友達が望む

言葉に気付き、相手の気持ちに寄り添うよ

い機会となりました。           ＜パッピートーク出前授業＞ 

(3)  研究授業や校内研修により全職員の指導力が向上してきています。算数

は、算数的活動を多く取り入れることで自力解決できる児童が増えてきまし

た。また、自ら考える場により自分の考えをもちながら友達の考えを聞いた

り、学び合う場により自分の考えを伝える児童が増えたりしてきました。 

４ 課題 

(1) 各教科等とキャリア教育との関連をさせた系統的な指導をしたり、新たに

体験する職場の開拓などをしたりしてキャリア教育を充実させていきます。 

(2) 毎朝、学校に歌声が響いています。今後も歌声を発表する機会を増やし、

一人一人が自信をもって合唱に参加できるようにしていきます。 

(3) コミュニケーション能力や学力を一層向上させるために、自分の考えと相

手の考えを比べて意見を述べる場面を多くしたり、時間配分をして適用問題

を多く解かせたりしていきたいと考えています。 


